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して 7 割から 8 割程度一致することを示している。
さらに本論文では、配列データ解析を効率よく進めるために、大量のデータを外部と交換するためのデータ交換手
法に関する 2 つの提案を行っている。 1 つめに、大量に生成された機能情報を効率よく収集できるようにすることを
目的とした、分散データベース環境における効率的な実体化ビューの更新反映法を提案している。そして、この提案
手法の正当性を示し、分子生物学データベースから抽出したパラメータを用いて有効性を示している。 2 つめに、従
来は存在していなかった cDNA の機能アノテーション情報を交換するための標準データ形式を提案している。このデ
ータ形式は機能アノテーションのデータベースで実際に利用されている。
以上により、本論文の成果は計算機による遺伝子機能解析に関する研究の発展に貢献するものである。よって博士
(情報科学)の学位論文として価値あるものとして認める。
- 862-
